
　

平
素
は
紫
雲
会
東
京
支
部
の
運
営
に
深
い
ご
理
解

と
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
紫
雲
会
東
京
支
部
は
、
昭
和
十
年
頃
、
鈴

木
祥
枝
氏
（
東
京
海
上
火
災
保
険
社
長
）、
松
本　

昇
氏
（
資
生
堂　

社
長
）、
鎌
田
正
明
氏
（
商
工
組

合
中
央
金
庫　

理
事
長
）
の
三
氏
が
中
心
に
な
り
、

東
京
で
高
松
商
業
学
校
の
同
窓
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
に
約
八
年
と
、

そ
の
他
三
年
程
休
会
し
て
お
り
ま
す
が
、
七
十
二

年
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
政
界
、
実

業
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍
し
た
人
材
を
大
勢
輩
出

し
、
日
本
の
発
展
に
諸
先
輩
は
貢
献
致
し
て
お
り
ま

す
。「『
高
商
百
周
年
記
念
誌
』

を
参
考
」　

昨
今
、
社
会
の
仕

組
み
が
移
り
変
わ
り
、
価
値

観
の
変
化
等
で
、
紫
雲
会
東

京
支
部
を
取
り
巻
く
情
況
も

変
化
し
て
参
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
会
の

運
営
も
変
化
に
順
応
即
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
に
よ
る
、
会
員

の
た
め
の
会
と
い
う
民
主
的
運
営
方
法
を

採
ら
な
け
れ
ば
、
会
は
継
続
が
困
難
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
致
し
て
お
り
ま

す
。
三
年
前
よ
り
会
の
運
営
に
関
し
、「
会

則
」、「
資
金
」、「
組
織
」、「
事
業
内
容
」

を
検
討
し
、
未
完
成
で
す
が
、
改
善
し
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
年
一

回
『
紫
雲
会　

東
京
』
と
い
う
会
報
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
の
目
的

は
、
会
員
相
互
の
親
和
連
絡
を
図
り
、
併

せ
て
母
校
の
発
展
を
援
助
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
、
積
極
的
に
、
会
員
の

皆
様
が
意
見
を
表
明
さ
れ
、
係
り
を
担
当

し
、
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
下
さ
い
。
総

会
、
親
睦
会
、
会
報
等
で
、
よ
り
親
睦
を

図
り
、
情
報
の
交
換
等
、
連
絡
を
密
に
し

て
会
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
明
る
く
、楽
し
く
、

仲
良
く
睦
み
あ
い
世
代
を
超
え
交
流
す
る

同
窓
会
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
刊
に
当

り
、
常
任
理
事
会
議
長　

榎
本
惠
一
氏
、

会
報
編
集
長　

造
田
貞
男
氏
、
会
報
編
集

委
員
各
氏
、
分
科
会
各
氏
、
そ
れ
に
印
刷

担
当
の
楠　

昭
次
郎
氏
の
皆
様
に
は
資
料

集
め
、
執
筆
、
編
集
作
業
等
、
前
例
も
な

く
、
お
金
に
も
、
時
間
的
に
も
制
約
の
あ

る
中
で
、
大
変
ご
尽
力
下
さ
り
今
日
の
発

刊
に
至
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意

を
表
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
榎
本

惠
一
氏
は
支
部
長
代
行
、
造
田
貞
男
氏
は

常
任
理
事
会
議
長
に
夫
々
役
員
会
で
審
議

決
定
さ
れ
、
本
年
度
の
総
会
に
諮
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
発
刊
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、会
則
の
目
的
、即
ち
、

「
会
員
相
互
の
親
睦
や
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
共
存
共

栄
の
実
を
上
げ
る
」
こ
と
が
、
従
来
の
や
り
方
だ
け
で

は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
に
施
行
さ
れ
た
「
個

人
情
報
保
護
法
」
は
会
員
間
の
密
接
・
良
好
な
連
絡

網
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
具
合
が
悪
い
の

で
す
。
今
回
、
会
員
相
互
間
や
、
紫
雲
会
本
部
、
大

阪
支
部
、母
校
と
の
情
報
受
発
信
も
、会
員
の
皆
様
へ
の

連
絡
や
記
録
等
の
重
要
性
に
鑑
み
、
東
京

支
部
と
し
て
会
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
七
月
の
総
会
案
内
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
報
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
と
、
東
京
支
部
の
ほ
ぼ
一
年

間
の
活
動
と
か
他
の
情
報
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
会
報
に
よ
っ
て
、
会
員

間
の
交
流
・
親
睦
が
よ
り
深
ま
れ
ば
と
願

う
と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
会
報
創
刊
す
る

に
あ
た
り
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
溝
渕
支

部
長
を
は
じ
め
、
出
稿
者
の
皆
様
、
編
集

の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
33
年
４
月
に
、
県
下
の
商
業
教
育

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
１
０
０
年
を
過

ぎ
、
平
成
22
年
に
は
１
１
０
周
年
を
迎
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
卒
業
生
は
３
万
人
を
超

え
、
地
元
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地

に
広
が
り
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
支
部
に
お
い
て
も
、
溝
渕
支
部
長

さ
ん
の
も
と
、
支
部
の
皆
さ
ん
の
ご
配
慮

に
よ
り
、
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
に
、感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

現
在
の
母
校
高
松
商
業
高
校
は
、
全

国
の
商
業
高
校
の
雄
と
し
て
、
進
学
、
就

職
、
部
活
動
の
幅
広
い
実
績
を
残
す
こ
と

が
出
来
て
お
り
ま
す
の
も
、
先
輩
で
あ
る

紫
雲
会
の
会
員
各
位
の
物
心
両
面
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
面
が
大
き
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
期
、東
京
支
部
に
お
い
て『
会

報
』
を
創
刊
さ
れ
、
会
員
の
親
睦
と
交
流

を
図
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
い
に
期
待
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
会
報
誌
を
多
く
の
紫
雲
会
の
皆
さ

ん
に
配
送
さ
れ
る
に
は
、
名
簿
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
法
等
の
規

制
を
充
分
配
慮
し
な
が
ら
、
名
簿
の
作
成

に
も
協
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
担
当
さ
れ
る
方
々
の
ご
苦
労
に
感

謝
し
な
が
ら
、
今
後
久
し
く
『
会
報
』
が

継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

紫
雲
会
東
京
支
部
の
活
動
が
、
支
部
長

様
を
中
心
と
し
、
ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り

力
強
く
、
母
校
「
高
商
」
を
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
ま
す
こ
と
に
も
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
日
、
商
業
教
育
を
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
と

称
し
、
起
業
家
教
育
や
知
的
財
産
権
、
金

融
教
育
等
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
習
得

の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

規
制
の
緩
和
等
に
よ
る
経
済
社
会
構
造
の

変
化
へ
の
対
応
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、「
簿

記
３
級
取
得
を
社
員
教
育
の
内
容
へ
」
と

い
う
日
経
新
聞
の
特
集
記
事
も
あ
り
、
コ

ス
ト
意
識
、
コ
ス
ト
管
理
の
重
要
性
も
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
通

信
技
術
の
進
歩
に
よ
り
生
産
と
消
費
を
つ

な
ぐ
流
通
の
側
面
に
置
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

で
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ

る
な
ど
の
変
化
が
起
き
て
い
る
と
指
摘
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
年
々
の
東
京
支
部

総
会
に
お
け
る
歓
談
の
中
で
、
常
に
「
高

商
生
」の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

「
高
商
」の
教
育
の
柱
は
何
か
を
痛
切
に
感

じ
て
い
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の
築
か
れ
た
伝

統
の
上
に
、新
し
い
創
造
を
加
え
「
高
商
」

の
発
展
を
期
す
と
と
も
に
、
東
京
支
部
の

今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
創
刊

号
へ
寄
せ
る
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

近
年
、
紫
雲
会
東
京
支
部
は
、
良
き
伝

統
を
受
け
継
が
れ
た
溝
渕
支
部
長
様
の
熱

意
で
、
支
部
活
動
が
活
発
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
居
り
ま
す
事
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
会
員
向
け
に
会
報
が

創
刊
さ
れ
る
由
、
誠
に
有
意
義
で
あ
り
、

同
じ
目
的
で
行
動
す
る
大
阪
支
部
と
致
し

ま
し
て
も
心
強
く
、
ま
た
支
部
運
営
に
も

大
き
な
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

我
が
大
阪
支
部
は
母
校
が
春
、
夏
、
甲

子
園
に
出
場
す
る
事
が
常
連
と
な
り
応
援

団
を
結
成
す
る
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た

と
聞
き
及
ん
で
居
り
、
今
年
は
創
立
55
年

に
な
り
ま
す
。

　

東
京
支
部
は
母
校
高
商
の
第
１
回
卒
業

生
で
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
．
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
社
長　

鈴

木
祥
枝
氏
、
第
２
回
卒
業
生
、
資
生
堂
社

長　

松
本　

昇
氏
等
、
当
時
我
が
国
の
実

業
界
で
活
躍
す
る
偉
大
な
る
先
輩
が
中
心

と
な
り
、
支
部
結
成
を
呼
び
か
け
こ
れ
ら

の
先
輩
を
慕
っ
て
後
輩
達
が
集
ま
り
、
華

や
か
に
昭
和
10
年
結
成
さ
れ
70
年
を
超
え

る
歴
史
が
あ
る
と
お
聞
き
致
し
て
居
り
ま

す
。

　

両
支
部
が
こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
互

い
に
支
部
活
動
が
出
来
ま
す
事
は
有
難
い

事
で
あ
り
ま
す
。

　

母
校
は
戦
後
、
男
女
共
学
、
女
子
学
生

が
過
半
数
を
占
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活

動
も
年
毎
に
変
化
致
て
居
り
ま
す
が
、
私

達
の
母
校
は
高
商
の
名
の
も
と
に
今
日
在

る
事
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
創
刊
さ
れ
る
会
報
は
、
高
商
に

学
ん
だ
者
に
は
母
校
に
想
い
を
馳
せ
、
誇

り
を
共
有
出
来
る
絶
好
の
書
と
な
る
も
の

と
確
信
し
ま
す
。

　

こ
の
会
報
が
東
京
支
部
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
し
て
継
続
し
て
発
刊
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
お
祝
い
と
致
し
ま
す
。
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榎
本
惠
一　

2面 平成 19 年６月１日発行 紫雲会東京 　創刊号

白色度 70％再生紙を使用しています。

　

総
会
を
毎
年
七
月
第
一
土
曜
日
に
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
第
一
回
目
を
平
成

十
八
年
七
月
一
日
に
行
な
い
ま
し
た
が
、

溝
渕
支
部
長
の
方
針
で
会
員
の
た
め
の
東

京
支
部
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
総
会
案
内
に
至
る

ま
で
全
て
支
部
長
に
無
理
を
お
願
い
し
て

い
た
従
来
の
や
り
方
か
ら
、
東
京
支
部
内

に
課
題
毎
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
、
課

題
毎
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
や
り
方
に
変

え
て
い
く
、
即
ち
、
組
織
に
よ
り
東
京
支

部
を
活
性
化
し
て
い
く
大
き
な
舵
取
り
の

変
更
の
方
針
が
な
さ
れ
た
と
言
っ
た
方
が

判
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

勿
論
、
現
在
は
そ
の
途
上
に
あ
り
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
一
部
の
人
だ
け
で
運
営

を
す
る
の
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生

が
参
画
を
し
て
極
力
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

く
東
京
支
部
の
方
向
性
は
明
確
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
動
員
を
増

加
す
る
方
法
、
優
れ
た
功
績
を
上
げ
た
人

へ
の
表
彰
規
定
、親
睦
・
交
流
を
促
進
す
る

ア
イ
デ
ア
と
計
画
、
若
い
世
代
の
出
席
を

し
や
す
く
す
る
た
め
の
総
会
会
費
の
検
討

（
従
来
男
性
七
千
円
、
女
性
四
千
円
、
20

歳
ま
で
無
料
。
新
し
く
男
性
七
千
円
、
女

性
四
千
円
、
29
歳
ま
で
四
千
円
、
20
歳
以

下
無
料
）
や
、
従
来
、
年
会
費
は
無
料
で

し
た
が
、
郵
送
代
金
事
務
費
は
実
費
程
度

負
担
し
て
頂
く
こ
と
か
ら
三
年
間
千
円
の

年
会
費
の
負
担
（
今
後
三
年
間
返
事
の
無

い
人
に
は
連
絡
郵
送
し
な
い
、
理
事
は
従

来
ど
お
り
毎
年
三
千
円
、
副
支
部
長
一
万

円
、
支
部
長
五
万
円
以
上
）
と
決
め
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
会
則
の
変
更
や
細

則
の
新
設
等
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

別
途
課
題
別
に
取
り
組
み
ま
し
た

分
科
会
か
ら
の
報
告
が
記
載
さ
れ
ま

す
が
、
総
会
で
は
昭
和
35
年
の
春
の

選
抜
甲
子
園
で
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
た
山
口
冨
士
雄
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
、
最
近
、
野
球
の
話
題
も

少
な
い
中
で
一
服
の
清
涼
剤
と
し
て

感
慨
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紫
雲
会
高
松
か
ら
は
齊
藤
会
長
や
大

阪
支
部
か
ら
は
多
田
副
支
部
長
、
母

校
か
ら
は
宮
川
校
長
か
ら
故
郷
や
大

阪
の
活
動
、
学
校
の
活
動
等
の
お
話

が
あ
り
１
０
０
名
余
が
歓
談
を
し
ま

し
た
。

ま
だ
組
織
に
よ
る
東
京
支
部
活
動
の

活
性
化
は
途
上
に
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
積
極
的
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
『
東
京
支
部
会
則
』の
改
定
版
を
総
会
で

ご
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
ご
出
席
さ

れ
て
い
な
い
会
員
の
方
に
、
こ
の
主
要
な

改
正
要
旨
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
新

組
繊
、「
常
任
理
事
会
」
を
支
部
の
中
に

新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
支
部
長
か

ら
の
諮
問
事
項
の
答
申
と
か
役
員
会
に
諮

る
付
議
事
項
の
原
案
作
成
等
の
業
務
を
行

う
こ
と
が
主
要
な
役
割
で
す
。
こ
の
常
任

理
事
会
に
四
つ
の
分
科
会
を
設
け
、課
題
、

問
題
点
等
を
各
分
科
会
で
検
討
・
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
会
計
年
度
の
期
間
を
変
更
し
ま

し
た
。
従
来
の
会
計
期
間
は
、
毎
年
８
月

１
日
〜
翌
年
７
月
31
日
で
し
た
。
総
会
は

６
月
末
に
開
催
す
る
関
係
上
、
１
年
も
前

の
決
算
書
を
審
議
・
承
認
し
て
い
た
わ
け

で
す
。こ
れ
を
、毎
年
４
月
１
日
〜
翌
年
３

月
31
日
に
変
更
し
ま
し
た
。３
ヶ
月
余
で
、

決
算
書
類
の
作
成
は
で
き
ま
す
か
ら
、
会

員
の
皆
様
に
は
直
近
の
行
事
と
、
そ
れ
に

伴
う
費
用
の
支
出
額
が
相
当
か
否
か
の
判

断
が
出
来
易
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
、「
総

会
は
、
こ
の
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
っ

て
毎
年
１
回
開
く
」文
言
を
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
第
五
章
に
は
「
慶
弔
」
を
入

れ
慶
事
、
弔
事
に
対
処
で
き
る
仕
組
み
を

作
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会

費
は
、
３
年
間
に
お
一
人
千
円
と
決
ま
り

ま
し
た
。
従
来
、
会
費
の
徴
収
と
い
う
文

書
は
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
額

と
か
期
限
を
決
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

尚
、
常
任
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
は
（
敬
称

略
）
榎
本
恵
一
、
安
西　

愈
、
造
田
貞
男
、

宮
本
洋
子
、
上
田
康
夫
、
杉
ノ
内
義
春
、

横
山
征
一
の
七
名
で
す
。

　

常
任
理
事
会
の
紹
介

常
任
理
事
会
議
長　

榎
本
惠
一　

 

　

二
〇
〇
六
年
二
月
の
紫
雲
会
東
京
支
部

役
員
会
で
溝
渕
支
部
長
よ
り
、
東
京
支
部

活
動
全
般
に
つ
い
て
よ
り
活
発
な
活
動
を

し
て
い
く
た
め
、
支
部
長
の
諮
問
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
支
部
長
を
補
佐
す
る
機
能

を
持
っ
た
、
新
し
く
総
務
委
員
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
に
基
づ
き
、
三
月

に
総
務
委
員
会
発
起
人
会
を
立
ち
上
げ
、

杉
ノ
内
、
上
田
（
Ｓ
二
十
八
年
卒
）
安
西

愈
、
榎
本
（
Ｓ
三
十
二
年
卒
）
造
田
（
Ｓ

三
十
六
年
卒
）
宮
本
（
Ｓ
三
十
八
年
卒
）

横
山
（
Ｓ
三
十
九
年
卒
）
七
名
と
漆
原
事

務
局
長
で
構
成
し
、
当
面
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
、
①
会
員
動
員

増
強
（
横
山
）、②
会
則
等
ル
ー
ル
（
造
田
）

③
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
（
宮
本
）、

④
親
睦
・
交
流
（
杉
ノ
内
）
の
分
科
会
を

作
り
其
々
の
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
て
取
り

組
む
事
と
な
っ
た
。

　

少
し
こ
の
中
で
判
り
に
く
い
の
は
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
分
科
会
の
目
的
は
、

そ
の
分
野
で
継
続
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る

方
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
表
彰
候
補

と
し
て
意
見
具
申
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
七
月
総
会
で
名
前
も
常
任
理
事

会
と
変
わ
り
、
今
日
ま
で
分
科
会
の
メ
ン

バ
ー
も
充
足
し
、分
科
会
を
開
催
し
課
題
毎

に
ま
と
め
た
意
見
を
、
議
長
が
最
終
常
任

理
事
会
を
開
催
し
確
認
を
し
た
う
え
で
支

部
長
へ
意
見
具
申
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
新
常
任
理
事
候
補
も
総
会
の
決

議
次
第
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
、
常

任
理
事
会
を
充
実
さ
せ
ご
活
躍
頂
く
事
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、活
動
分
野
は
平
成
十
九
年
度
よ
り

会
報
発
行
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、
多
く
の
会
員
の
参
画
を

募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
会
報
タ
イ
ト

ル
下
の
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　

①
会
員
動
員
増
強
分
科
会

分
会
長　

横
山
征
一　

　

総
会
の
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
「
総

会
出
席
者
数
」
と
い
え
ま
す
。
交
流
・
親

睦
の
実
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
真
に
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
大
勢
の
会
員
に
支
え

ら
れ
た
総
会
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ

の
果
実
を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

私
達
は
総
会
に
大
勢
の
会
員
が
ご
出
席

い
た
だ
け
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
検
討

し
、
提
案
し
、
実
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
従
来
、
総
会
は

６
月
末
で
、
平
日
の
開
催
は
株
主
総
会
等

と
ぶ
つ
か
る
こ
と
か
ら
会
員
で
出
席
で
き

な
い
意
見
も
あ
り
、
紫
雲
会
本
部
、
学
校

側
の
ご
協
力
で
、
毎
年
７
月
の
第
一
土
曜

日
に
変
更
す
る
よ
う
に
昨
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

総
会
の
講
演
も
吟
味
し
昨
年
は
昭
和
35

年
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
二
死
で
本

塁
打
を
放
ち
優
勝
に
最
大
の
貢
献
を
し
た

「
山
口
冨
士
雄
」
氏
に
依
頼
し
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

　

更
に
、
今
回
４
月
21
日
に
実
施
し
ま
し

た
年
次
幹
事
発
会
式
で
年
次
の
幹
事
を
決

め
、
そ
の
方
を
通
じ
て
総
会
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
す
る
新
し
い
や
り
方
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

又
、
出
席
を
し
易
く
す
る
た
め
に
、
懇

親
会
の
費
用
設
定
を
改
善
す
る
よ
う
役
員

会
で
検
討
し
て
頂
き
改
訂
し
た
こ
と
、
総

会
の
出
欠
の
お
返
事
が
３
年
間
無
い
方
に

は
案
内
状
を
出
さ
な
い
こ
と
も
や
む
を
得

な
い
こ
と
と
考
え
、
そ
の
よ
う
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
施
策
を
し
つ
つ
、
結

果
は
昨
年
よ
り
も
や
や
増
加
し
た
も
の
の

１
０
１
人
で
し
た
。
目
標
は
１
５
０
人
で

し
た
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
道
遠
し
感
じ
が
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
よ
り
効
果
的
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
：
横
山
征
一
（
分
会
長
）、
小

畑
和
子
、
小
林
紀
子
、
桑
島
恵
美
子
、
黒

川
絹
代　

５
名

尚
、
次
回
か
ら
分
会
長
は
、
杉
ノ
内
義
春

氏
と
な
り
、
横
山
氏
は
「
親
睦
・
交
流
分

科
会
」
の
副
分
会
長
と
な
り
ま
す
。

　

②
会
則
等
ル
ー
ル
分
科
会

分
会
長　

造
田
貞
男　

　

紫
雲
会
東
京
支
部
は
戦
中
、
戦
後
の
混

乱
期
の
一
時
期
、
そ
の
活
動
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。紫
雲
会（
本

部
）
会
則
と
旧
東
京
支
部
会
則
を
見
比
べ

て
み
ま
す
と
、
本
部
会
則
は
「
総
会
は
こ

の
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
っ
て
毎
年
一

回
開
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧

東
京
支
部
会
則
に
は
、
こ
の
条
項
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
総
会
を
開
催
し

な
く
て
も
、会
則
上
は
何
ら
問
題
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
再
開
後
、
総
会
は
毎
年

開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
当
支

部
会
則
に
は
こ
の
重
要
条
項
は
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
会
則
自
体

の
問
題
、
会
則
と
運
営
と
の
不
整
合
性
等

不
具
合
の
箇
所
を
正
す
こ
と
が
ま
ず
求
め

ら
れ
ま
す
。
次
に
、
支
部
長
の
ご
方
針
は

大
き
く
括
る
と
、
三
つ
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。「
支
部
活
動
の
活
性
化
」、「
支

部
の
組
織
化
」、「
開
か
れ
た
運
営
」
で
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
組
織
、
運
営
方
法
、
制

度
を
変
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
変
更
見

直
し
に
伴
っ
て
、
当
然
、
会
則
等
の
変
更

と
そ
の
整
備
が
要
求
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

当
分
科
会
は
旧
会
則
の
精
査
と
、
新
体
制

に
整
合
性
の
あ
る
諸
規
則
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
を
課
題
に
検
討
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
新
会
則
・
細
則

は
分
科
会
員
の
弛
ま
ぬ
ご
努
力
と
ご
協
力

を
得
て
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
特
に
安

西
先
生
に
は
快
く
ご
指
導
を
賜
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
種
々
の
審
議
を
経
て
、
総

会
の
ご
承
認
を
得
た
次
第
で
す
。今
後
も
、

公
正
、
整
合
性
、
迅
速
性
を
旨
と
し
て
分

科
会
員
は
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
：
造
田
貞
男
、
榎
本
恵
一
、

　
　
　
　
　

安
西
愈
、
漆
原
慎
二

   

平
成
18
年
度　

紫
雲
会
東
京
支
部
総
会　

　

付
議
事
項

事
務
局
長　

漆
原
慎
二　



　

平
成
19
年
度
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
親
睦
・
交
流
分
科
会
で
い
ろ
い
ろ

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
論
議
し
て
参

り
ま
す
。
実
は
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
事
業
は

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
未
だ

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
な
の
で
す
。
大
勢
の

会
員
が
集
う
交
流
事
業
は
、
最
も
重
要
な

支
部
活
動
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
、
バ
ス
に
よ
る
「
東

京
名
所
め
ぐ
り
」
と
昨
年
実
施
し
ま
し
た

「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
有
力
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
時
期
に
つ
い
て
は
、

多
少
涼
し
く
感
じ
る
９
月
か
10
月
頃
で
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
会
員
ご
家
族
揃
っ
て
の

バ
ス
旅
行
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
促
進
に

加
え
て
、
ご
家
族
の
絆
が
よ
り
強
固
と
な

り
ま
し
ょ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

し
た
の
で
、
今
回
は
第
二
回
目
と
な
り
ま

す
。
立
派
な
ト
ロ
フ
ィ
を
授
与
さ
れ
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
般
、
新
規
に
発
足
し
ま
し

た
「
幹
事
会
」
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
盛
り
上
が
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
大
き
な
励
み
と
更
な
る
元

気
を
、
そ
し
て
、
さ
さ
や
か
な
名
誉
を
得

ら
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
れ
ば
、
と

の
思
い
と
期
待
を
込
め
て
創
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

（
注
）　

こ
の
申
請
は
会
員
の
皆
様
が
自

薦
、
他
薦
何
れ
で
も
で
き
ま
す
。
申

請
要
領
は
事
務
局
に
備
え
付
け
の

用
紙
を
お
使
い
に
な
っ
て
も
、
申
請

要
項
を
ご
参
考
に
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も

メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
月
の
役
員

会
で
現
在
の
表
彰
対
象
レ
ベ
ル
で
は
対
象

に
な
る
人
は
、
限
ら
れ
る
の
で
、
日
常
の

生
活
範
囲
ま
で
拡
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
と
の
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
世

の
中
に
は
、
例
え
ば
、
老
人
介
護
、
環
境

整
備
、
外
国
人
教
育
サ
ポ
ー
ト
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
長
期
に
亘
っ
て
実
行
さ
れ

て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ

の
方
々
は
誰
が
感
謝
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
早
急
に
検
討
課
題
と
い
た

し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー　

宮
本
洋
子
（
分
会
長
）、
北

条　

勇
、
鈴
木
ま
り
子　

３
名

　
　

当
分
科
会
は
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
広
範
囲
に
亘
る
分
野
で
、
会
員
皆
様

の
中
で
、
目
を
見
張
る
ご
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
方
、
即
ち
、
輝
い
て
い
る
方
を
募
集
・

受
付
し
て
い
る
窓
口
で
す
。
こ
の
分
科
会

よ
り
支
部
の
表
彰
委
員
会
に
推
薦
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
表
彰
制
度
は
、
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昨
年
の
総
会
で
本
部
、
母
校
の
協
力
を

頂
き
毎
年
第
一
土
曜
日
に
総
会
を
行
な
う

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
計

画
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
の
言
葉
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
昨
年
は

一
〇
一
名
の
出
席
者
で
し
た
。
今
年
は
そ

れ
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
講
演
を
し
て
頂
く
方

が
決
ま
り
ま
し
た
。
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
（
株
）
の
代
表
取
締
役
社
長
で

あ
り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）
取
締
役
で

も
あ
り
ま
す
昭
和
三
十
年
卒
の
笠
井
和
彦

氏
で
す
。
皆
様
良
く
ご
存
知
の
野
球
界
で

最
も
元
気
印
の
球
団
で
あ
り
ま
す
。
当
日

は
幅
広
く
有
意
義
な
お
話
が
聞
け
る
こ
と

を
今
か
ら
期
待
し
楽
し
み
に
出
来
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
最
近
ま
で
に
判
明
し
て

い
る
主
な
項
目
を
掲
載
致
し
ま
す
。

　

最
初
、
笠
井
さ
ん
に
よ
る
講
演
か
ら

始
ま
り
、
ご
挨
拶
の
次
に
報
告
事
項
・
議

題
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
主
だ
っ
た
も
の

を
上
げ
ま
す
と
①
香
川
県
人
会
理
事
に
東

京
支
部
よ
り
三
名
推
薦
承
認
報
告
②
昨
年

10
月
ゴ
ル
フ
大
会
報
告　

③
常
任
理
事
候

補
、
理
事
候
補 

④
組
織
一
部
変
更
案
（
支

部
長
代
行
新
設
、常
任
理
事
会
議
長
交
代
、

年
次
幹
事
新
設
）
⑤
表
彰
規
定
の
変
更
⑥

  

親
睦
・
交
流
計
画
の
ご
紹
介

　

副
分
会
長　

上
田
康
夫　
　

会
則
等
の
一
部
変
更

⑦
会
報
を
発
行
す
る

件
⑧
平
成
十
八
年
度

の
会
計
及
び
監
査
報

告
⑨
平
成
十
九
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算

　

以
上
の
審
議
が
終

わ
り
⑩
表
彰
式
、
乾

杯
、
食
事
、
歓
談
と

な
り
ま
す
。

会
費
は
男
性
七
千

円　

女
性
四
千
円　

二
十
九
歳
ま
で
四
千

円　

二
十
歳
ま
で
無

料
で
す
。

議
題
は
原
稿
締
め
切

り
の
関
係
か
ら
変
更

追
加
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て

総
会
へ
ご
出
席
下
さ

い
。

　

③
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　

分
科
会

分
会
長　

宮
本
洋
子　

 

　

④
親
睦
・
交
流
分
科
会

分
会
長　
杉
ノ
内
義
春　

　

東
京
支
部
会
則
の
目
的
に
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
の
実
を
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
分
科
会
は
会
則
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
大
勢
の
会
員
が
気
持
ち

よ
く
参
加
で
き
る
種
々
の
課
題（
ゴ
ル
フ
、

バ
ス
旅
行
、
釣
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
等
）
を

検
討
し
、
提
案
し
、
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
充
実
如
何
が
目
的

達
成
の
成
否
に
関
わ
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

   

実
施
報
告　

第
一
回
紫
雲
会
東
京
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
は
平
成
18
年

10
月
20
日
に
開
催
し
た
。

　

場　
　

所　

千
葉
県
大
多
喜
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

　

会　
　

費　

１
２
，
０
０
０
円

参  

加  

者　

11
名

結　
　

果　

優　

勝　

上
田
康
夫

　
　
　
　
　

準
優
勝　

片
岡
英
明

　
　
　
　
　

第
三
位　

若
宮
修
三

　

大
盛
況
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
東

京
支
部
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
あ
り

ま
す
。
プ
レ
イ
費
を
考
慮
す
る
と
、
平
日

（
金
曜
日
）
に
プ
レ
イ
せ
ざ
る
を
得
な
い

わ
け
で
す
。よ
っ
て
、多
く
の
会
員
は
仕
事

の
関
係
で
、
参
加
が
難
し
い
向
き
も
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
ゴ
ル
フ
の
外
、
バ
ス
旅
行
等
ご
家
族

揃
っ
て
参
加
で
き
る
企
画
も
考
え
た
い
と

存
じ
ま
す
。
年
次
幹
事
さ
ん
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
各
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況

に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー　

杉
ノ
内
義
春
（
分
会
長
）、

上
田
康
夫
（
副
分
会
長
）
安
西　

彰
、
太

山
喜
代
一
、
青
木
寛
治　
　

５
名

　

尚
、
次
回
か
ら
、
分
会
長
は
上
田
康
夫

氏
（
同
上
）
と
な
り
、杉
ノ
内
義
春
氏
（
同

上
）
は
「
会
員
動
員
増
強
分
科
会
」
の
分

会
長
と
な
り
ま
す
。

   

「
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
」
と
私

昭
和
38
年
卒　

宮
本
洋
子　

　

高
商
時
代
は
陸
上
部
に
所
属
し
、
学
業

と
ス
ポ
ー
ツ
で
青
春
を
思
い
切
り
謳
歌
し

ま
し
た
。
卒
業
し
て
、
入
社
し
た
旭
化
成

で
は
良
き
コ
ー
チ
に
恵
ま
れ
、
私
な
り
に

高
い
目
標
を
掲
げ
て
日
々
精
進
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
に
と
っ

て
は
、
心
か
ら
納
得
い
く
結
果
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
気
分
的
に
不
完
全

燃
焼
を
い
つ
か
脱
却
し
ょ
う
と
の
思
い
は

い
つ
も
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
か
な
り
の

歳
月
が
経
っ
て
、「
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
」

に
入
会
し
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
こ
と

で
し
た
。
二
十
年
振
り
、
気
分
新
た
に
ス

パ
イ
ク
を
履
い
た
の
で
す
。
尚
、「
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
」
を
ご
説
明
し
ま
す
と
、
男

子
三
十
五
歳
、
女
子
三
十
歳
以
上
の
選
手

を
五
歳
刻
み
で
区
分
し
、
そ
の
区
分
し
た

中
で
選
手
が
、〝
よ
り
速
く
〞〝
よ
り
高
く
〞

〝
よ
り
遠
く
〞を
競
い
合
う
も
の
で
す
。「
全

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
」
で
は
、
国
内
全

域
は
も
と
よ
り
、
韓
国
、
台
湾
か
ら
も
参

加
さ
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
総
数
は
千
五
百
人

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
年
毎
に
開
催

さ
れ
る
「
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
」
大
会
で

は
、約
二
十
カ
国
の
選
手
が
参
加
さ
れ
、友

好
を
深
め
な
が
ら
競
技
を
し
ま
す
。
長
寿

国
日
本
は
、
八
十
歳
、
八
十
五
歳
、
九
十

歳
、
九
十
五
歳
の
ク
ラ
ス
で
は
圧
倒
的
に

強
く
、
世
界
記
録
ホ
ル
ダ
ー
が
目
白
押
し

な
ん
で
す
よ
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、

保
険
衛
生
の
普
及
等
社
会
基
盤
の
強
さ
も

お
知
ら
せ

中
山
正
志
さ
ん
（
七
十
三
才
、
昭
和
二
十
八

年
卒
）
紫
雲
会
東
京
支
部
顧
問
は
、
平
成

十
九
年
五
月
十
一
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

笠
井
和
彦
氏　

講
演

　
　
　

演
目　
「
プ
ロ
野
球
の
経
営
」

　

七
夕
総
会

平
成
十
九
年
度
　

紫
雲
会
東
京
支
部
総
会
の
ご
案
内

七
月
七
日
午
後
二
時

場
所
　
サ
ン
ミ
・
高
松
七
丁
目
店

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
ー
十
三
ー
二
十
　
　
　

高
松
商
事（
株
）  

内  

　
　

紫
雲
会
東
京
支
部
事
務
局
　
漆
原  

当
日
電
話
〇
三
ー
三
五
四
六
ー
八
一
八
二

問
合
せ
先
電
話

〇
三
ー
五
五
六
八
ー
三
三
二
〇



　　

同
期
会
懇
親
会
の
勧
め
！

　
「
高
商
東
京
二
八
会
の
歩
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
ノ
内
義
春

　

紫
雲
会
東
京
支
部
の
皆
さ
ん
、
ご
機
嫌

う
る
わ
し
く
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
東
京
支
部
に
お
き
ま
し
て
「
会

報
」
を
創
刊
さ
れ
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
情
報
の
交
換
、
意
思
の

疎
通
等
々
の
観
点
か
ら
、
大
変
意
義
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
大
阪
支
部
と
し
て
の
歴
史
は
長

く
、
受
け
た
ま
わ
り
ま
す
と
昭
和
27
・
28

年
頃
初
代
支
部
長
に
鳴
岩
音
市
先
輩
か
ら

は
じ
ま
り
、
金
川
義
之
支
部
長
（
大
正
11

年
卒
）、
宮
武
徳
次
郎
支
部
長
（
大
正
14

年
卒
）、
赤
城
猪
太
郎
支
部
長
（
大
正
14

年
卒
）、渡
辺
博
支
部
長
（
昭
和
13
年
卒
）、

本
田
又
嗣
支
部
長
（
昭
和
13
年
卒
）、
そ

し
て
第
七
代
現
大
阪
支
部
長
の
北
村
光
雄

先
輩
（
昭
和
22
年
卒
）
が
ご
就
任
さ
れ
、

熱
意
あ
る
多
く
の
先
輩
に
支
え
ら
れ
、
紫

雲
会
大
阪
支
部
も
創
立
以
来
、
半
世
紀
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
八
年
に

は
北
村
支
部
長
の
ご
発
案
と
ご
指
導
に
依

り
「
紫
雲
会
大
阪
支
部
45
周
年
記
念
誌
」

を
発
刊
し
ま
し
た
。
北
村
支
部
長
の
基
本

方
針
は
、
会
員
同
士
の
「
和
と
協
調
の
精

神
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
常
に
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
重
ん
じ
「
風
通
し
の
良
い
大
阪
支
部

で
あ
り
た
い
」
と
常
に
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

大
阪
支
部
の
年
中
行
事
の
一
環
と
し
て

は
、
①
年
一
回
の
総
会
案
内
（
６
月
度
）、

②
役
員
間
（
約
70
名
）
懇
親
会
の
開
催

（
12
月
度
）、
③
年
２
回
（
春
・
秋
）
の
支

部
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
等
々
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
大
阪
支
部
の
皆
さ
ん
は
、
ふ
る

さ
と
（
高
松
）
を
離
れ
て
数
十
年
、
第
二

の
ふ
る
さ
と
を
大
阪
で
紫
雲
会
大
阪
支
部

と
し
て
築
き
、
良
い
思
い
出
を
創
作
す
る

こ
と
を
事
務
局
の
一
人
と
し
て
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

又
、
大
阪
支
部
は
一
昨
年
役
員
か
ら
の

ご
提
案
も
あ
り
、
母
校
高
松
商
業
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

発
展
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
す
る
為
に
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
運
動
部
に
対
し
奨

励
制
度
の
条
文
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

東
京
支
部
の
「
会
報
」
創
刊
を
機
に
、

紫
雲
会
本
部
を
中
心
に
出
先
支
部
と
の
交

流
を
お
願
い
し
、
東
京
支
部
の
さ
ら
な
る

発
展
と
溝
渕
支
部
長
様
を
は
じ
め
、
皆
々

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
私
の
「
紫
雲
会
大
阪
支
部
だ
よ

り
」
と
し
て
の
ご
報
告
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

4面 平成 19 年６月１日発行 紫雲会東京 　創刊号

白色度 70％再生紙を使用しています。

　

昨
年
度
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は
、

丸
亀
町
商
店
街
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
三

越
を
中
心
と
し
た
モ
ダ
ン
な
商
店
街
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
東
京
の
有
楽

町
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
斬
新

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
商
」
周
辺
に
お
い
て
は
、

少
子
化
に
伴
い
、
新
塩
屋
・
築
地
・
松
島

小
学
校
、
城
内
・
光
洋
中
学
校
が
、
小

中
一
貫
の
新
し
い
発
想
の
も
と
、
松
島
小

学
校
・
光
洋
中
学
校
跡
地
に
統
廃
合
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
現
在
、
２
年
後
の
完
成
を

目
指
し
新
校
舎
の
建
築
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
隣
接
し
て
い
る
高
松
中
央
高
校
、
小

中
一
貫
校
、本
校
の
改
築
と
高
商
周
辺
は
、

学
校
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
観
光
面
で
は
、
ア
ク
リ
ル
に
関
す
る

日
プ
ラ
（
県
内
企
業
）
の
世
界
最
高
の
技

術
で
、
屋
島
水
族
館
が
イ
ル
カ
と
の
触
れ

あ
い
「
癒
し
」
を
テ
ー
マ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
人
気
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　
　

  

香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校
校
長   

宮
川　

住
雄   　

要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

な
花
を
ご
一
緒
に
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
！
ご

一
緒
に
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！

競
技
歴
の
概
要
（
誌
面
の
都
合
上
カ
ッ
ト

し
ま
す
が
、
目
を
見
張
る
記
録
ば
か
り
で

す
。）

昭
和
38
年
10
月
（
旭
化
成　

陸
上
部
時
代
）

東
京
五
輪
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

　

８
０
０
Ｈ

宮
崎
県
大
会　

８
０
０
Ｈ　

５
年
連
続
出

場
、
10
年
間
記
録
保
持
（
２
分
19
秒
）

日
本
選
手
権
に
出
場
、
国
体
５
年
連
続
出
場

　

４
０
０
Ｈ
（
６
３
秒
２
）

平
成
６
年
７
月

全
日
本
混
成
大
会
﹇
大
阪
﹈
Ｗ
５
０　

５
種

競
技　

２
２
１
２
点　
　
｛
日
本
新　

優
勝
｝

平
成
年
７
月

全
日
本
混
成
大
会
﹇
大
阪
﹈
Ｗ
５
０　

７
種

競
技　

３
８
７
０
点　
　
｛
日
本
新　

優
勝
｝

平
成
16
年
11
月

全
日
本
鹿
児
島
大
会  

Ｗ
６
０
、３
０
０
Ｈ　

６
３
秒
１
７　
｛
日
本
新
記
録
｝（
因
み
に
過

去
の
記
録
65
秒
44
）

平
成
16
年
12
月

ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
バ
ン
コ
ク
大
会　

８
０

Ｈ
、
３
０
０
Ｈ
、
４
０
０
Ｒ

金
メ
ダ
ル　

３
個
ゲ
ッ
ト
（
３
０
０
Ｈ
は

６
７
秒
４
６
で
ア
ジ
ア
新
記
録
）
因
み
に
過

去
の
記
録　

７
５
秒
５
０

平
成
17
年
５
月

全
日
本
混
成
大
会
﹇
東
京
﹈
Ｗ
６
０　

５
種

競
技　

２
９
７
０
点
｛
日
本
新
記
録
｝（
因

み
に
過
去
の
記
録
２
９
３
３
点
）

平
成
17
年
８
月

全
日
本
大
会　

Ｗ
６
０
、８
０
Ｈ
、
３
０
０
Ｈ
、

走
り
幅
跳
び　

の
３
冠

　

尚
、
３
０
０
Ｈ
は
日
本
新
６
３
秒
１
７

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
大
会

﹇
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
﹈
８
０
Ｈ
、４
０
０
Ｒ
｛
優
勝
｝

﹇
ソ
ウ
ル
﹈
８
０
Ｈ
、３
０
０
Ｈ
、槍
投
げ
｛
優
勝
｝

（
注
）　

①　

Ｗ
は
女
性
、
８
０
Ｈ
は
８
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
の
こ
と

②　

５
種
競
技
と
は
８
０
Ｈ
、
走

り
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ
、
走
り
高
跳

び
、
８
０
０
ｍ

７
種
競
技
と
は
５
種
目
に
槍
投
げ
、
２
０
０
ｍ

が
加
わ
る
。

「高松商業 100 年史」の発行をした書物の中に、第三代東京支部長をされておられた、

故人ですが、元資生堂社長の岡内英夫さん（大正 12 年卒）と、第四代東京支部長で

ありましたフジコピアン社長の伊丹宏文さん（昭和 12 年卒）の対談があり、その中

で東京支部のスタート時点からの事がお話をされていますので、そこから引用して

記載したいと思います。

　紫雲会東京支部は昭和 10 年頃、鈴木祥枝氏（明治 36 年市立第１回卒、東京海上

火災保険 社長）、松本昇氏（明治 37 年県立第 1回卒、資生堂社長、参議院議員）、

鎌田正明氏（明治 38 年卒、日本興業銀行元参与、商工中央金庫初代理事長、国民相

互銀行社長）の三氏が中心的となり、東京で高松商業学校の同窓会を発足した。

　この鈴木、松本、鎌田氏の体制を維持し、第二次世界大戦で同窓会の中断した事

もあったようですが、昭和 32 年まで継続された。当時は大体 20 名位の同窓会の出

席であったようです。

　鈴木さんの後、第二代支部長を鎌田さんがされていましたが後年、お年をとられ

た事情から同窓会がとどこりがちになり、当時同窓会の裏方の仕事をされていた伊

丹さんへ鎌田さんより、「次の支部長になる人を口説いてきて欲しい」と依頼され、

資生堂の岡内さんの所へ何回も足を運びますが、仕事が忙しくてスケジュールが取

れないと言われ、それでも粘って、伊丹さんが全面的に手助けしてくれるならば、

という事で、やっと第三代の東京支部長を引き受けて頂けました。更に岡内さんの

指名で野村證券の副社長であった増田健次さん（昭和 3年卒）、日野自動車販売社長

であった天野千代吉さん（昭和 6年卒）と、当時、興銀の常務であった鷹尾寛さん

(昭和 6年卒 ) の三人の方に副支部長の就任をお願いしました。後年、岡内さんは総

会や学校からの依頼事項、記録等は全て伊丹さんが事務処理も含めよくやって頂い

たとの感謝の言葉がありました。

　岡内さんが支部長の時は交通の便もよい銀座資生堂パーラーの便宜を図って頂い

たりした結果 100 名近くの人達が集まるようになりました。

　伊丹宏文さん（昭和 12 年卒、フジコピアン 社長）はその後、平成８年に第四代

の東京支部長をされましたが、東京支部が円滑に運営できたのもかなり、個人に無

理をお願いしてきた事があり、例えば、高松商業 90 周年募金のとき、岡内さん個人

で 1000 万円も寄付をされていました。このような事は特定の人が居れば出来ても、

これからは段々と難しくなってきており、やはり個人に依存をするのは無理がある

との思いから、上場企業の役員や中小企業の社長、経営者等、一国一城の主となる

ような方々に、副支部長 7人、理事 100 人近くをお願いし、特定の人にお願いする

やり方は改めました。このように有る程度の基金を作り次の支部長へ譲りたいと思っ

ていたようでした。

　伊丹さんは運営の仕方を改めていく中で、病気がちになり、第五代東京支部長を

溝渕利幸さん（昭和 28 年卒、高松商事 社長）に平成 12 年に引継ぎをしました。

溝渕さんは伊丹さんの意向を良く理解され、東京支部の活動を会員間の親睦と交流

をよりはかり、母校とのコミュニケーションも行うため、開かれた東京支部の活動

を活発化するため、組織を使って行なうやり方に改めていく途上にあります。又、

会場も銀座のサンミ・高松の会場の便宜を図って頂き、出席者は 60 名余と落ち込ん

でいた高商卒業生も現在は 100 名を越える位までとなってきました。

　このように歴代の東京支部長が環境の変化に対応する形で紫雲会東京支部の方向

付けをして頂いたお蔭で今日があると強く思うものです。

　多くの分野の仕事に携っている人達、携っていた人達等、幅広い現役・ＯＢが利

害に関係なく語り合える数少ない場であり、見方を変えれば異業種交流、異なる環

境の人達との交流が出来る場でもあります。今後とも先輩、後輩の区別なく同じ学

校の卒業生として人間的なお付き合いの出来る場であって欲しいと思うものです。

「紫雲会東京支部発足から今日まで」……70余年史
常任理事会議長　榎本　惠一

　

昭
和
28
年
３
月　

伝
統
あ
る
母
校
の
誇

り
を
胸
に
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は
進

学
し
、
あ
る
い
は
就
職
し
て
、
各
地
域
に

分
散
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
苦
難
と
逆
境
に

耐
え
、
そ
れ
が
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
人

生
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
私
達
は
社
会
人
と
し
て
全
力
投
球

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
八
会
は
昭
和
38
年
頃
か
ら
関
東
在
住

者
で
数
名
が
集
い
、
年
一
回
の
懇
親
会
を

も
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
昭
和
44
年

５
月
、
永
久
幹
事
二
名
（
杉
ノ
内
、
上
田
）

を
選
任
し
、
こ
の
会
を
定
着
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
当
時
、二
八
会
員
は
38
名（
女

性
４
名
、
男
性
34
名
）
と
拡
大
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
会
員
の
職
種
は
因
み
に
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
証
券
、
銀
行
、
保
険
、
税

務
署
、
マ
ス
コ
ミ
、
画
家
、
情
報
処
理
、

商
社
、
主
婦
で
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
が

年
に
二
回
程
度
集
い
、「
二
八
会
は
触
れ
合

い
の
場
」
と
し
て
楽
し
み
、
親
睦
会
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
不
幸
に
し
て
、
メ
ン

バ
ー
の
杉
野
君
、
村
尾
君
は
他
界
さ
れ
ま

し
た
。

　

母
校
へ
の
援
助
協
力
と
し
て
は
、
平
成

８
年
３
月　

選
抜
野
球
大
会
出
場
寄
付
12

万
円
、
平
成
11
年
10
月　

高
商
百
周
年
記

　

紫
雲
会
大
阪
支
部
だ
よ
り

副
支
部
長
兼
事
務
局
長　

多
田　

孝　

念
寄
付　

10
万
円
、
平
成
14
年
５
月
卒
業

50
周
年
記
念
植
樹
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

二
八
会
は
28
名
の
メ
ン
バ
ー
を
擁
し
、

全
員
健
在
で
、
寿
命
１
２
０
歳
を
目
標
に

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、
思
い
や

り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
歩
み
続
け

ま
す
。

宮
本
洋
子
さ
ん
は
昨
年
十
一
月
の
東
京
香

川
県
人
会
定
期
総
会
で
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
の
功
績
を
顕
彰
さ
れ
紹
介
を
さ
れ
ま

し
た
。



 

「
年
次
別
幹
事
会
」
発
足
！

常
任
理
事
会　

議
長　

榎
本
恵
一　

　故郷、高松を離れて四十数年、私と故郷とのつなが
りは、91 歳になる母が高松で一人暮らしをしています。
そのため年に数回は高松に帰ります。
　特定非営利法人（ＮＰＯ）ニッポン・アクティブライ
フ・クラブ（ＮＡＬＣ通称ナルク）の活動を知り、一人
暮らしの母の手助け、遠距離介護を利用したいと思い「ナ
ルク」の会員になりました。
　私が母の身近に居れば、話し相手になるとか、何か手
伝うとか、母に役立つことが千葉県に住んでいる私には、
すぐには出来ません。しかし、「ナルク」の会員になっ
たお陰で、私が出来なくても母の近くに「ナルク会員」
が住んでいると、私の代りにその会員の方が母の話し相
手や、役立つ事をして頂けることが可能になります。
　そのためには、私は自分の住んでいる地域で、介護を
必要とし、国の一定の基準でその生活の支援を受けてい
る方がいらっしゃいますが、しかし、ちょっと病院へ治
療や買い物に行くといっても、従来のようにタクシー代
も出なくなった保証制度の改訂でお困りの方や、お家の
庭にある花壇の草処理や清掃などをしようと思っても体
が不自由でなかなか出来ない人達を、私も「ナルク会員」
としてお手伝いし、処理をして差し上げております。
　このように私が何かのボランティア活動を行いますと、
１ポイントを得ることが出来ます。先ほどの病院の送迎
とか、花壇の手入れとか、いろいろ実施する項目ごとに
ポイントが定められており、私の得たポイントを遠距離
である母の住んでいる近くに同じ「ナルク会員」がおり
ますと、私のポイントを使って母がその会員の方にいろ
んなことをお願いし、会員もその要望にこたえるように
なっているシステムです。勿論介護を必要とする人はな
んの心配もいりません。このような制度がＮＰＯ法人で
存在している事をもっと皆さんに知って欲しい訳です。
　でも私がこのようなボランティアをやってみて思うこ
とは、人のため行なうのでなく、人とのふれ合い、喜び、
自分の健康のためにも役立つことだと最近になって判っ
てきました。人とのつながりやきずなの中で感謝され、
喜びを頂き、残りの人生を楽しく過ごしたいと思ってい
ます。

　

初
め
ま
し
て
、
高
商
を
卒
業
し
て
東
京

で
一
人
暮
ら
し
、
寂
し
い
日
々
の
毎
日
で

し
た
。
で
も
、
大
学
や
バ
イ
ト
先
で
高
商

の
話
を
す
る
と
話
が
盛
り
上
が
る
ん
で
す

よ
ね
。
輪
が
広
が
る
ん
で
す
。「
高
松
商

業
」
を
卒
業
し
て
そ
の
偉
大
さ
に
改
め
て

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
先
輩
方
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
僕
は
劇
団

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
皆
様
に
少
し
で
も

何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、
演
技
の

反
省
・
努
力
を
し
て
精
進
し
て
い
ま
す
。

【
次
回
講
演
】
八
月
二
日
〜
八
月
五
日　

『
十
一
人
の
少
年
』
作:

北
村
想

【
場　
　

所
】
高
田
馬
場

ア
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス

お
問
合:

〇
三
ー
三
九
八
四
ー
五
〇
一
九

　

sansansansukai@
yahoo.co.jp

5面 平成 19 年６月１日発行 紫雲会東京 　創刊号

白色度 70％再生紙を使用しています。

　ナルク入会等の問合せ先

　１．年会費３千円の支払いが必要です。

   ２．入会申し込み等は下記にお問い合わせ下さい
　　　特定非営利（ＮＰＯ）法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ（通称ナルク）
　　　〒 540-0028  大阪市中央区常磐町２－１－８ 親和ビル４階　
　　   電話 06 － 6941 － 5448　ホームページ　http//nalc.jp

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ

　

   

劇
団
立
ち
上
げ 

高
商
Ｏ
Ｂ　

  　
　

立
岩
直
樹
（
芸
名
・
和
達
直
樹  

平
成
10
年
卒
）

 

紫
雲
会
東
京
支
部
役
員
会　

　
　
　
　
　

 
（
平
成
19
年
３
月
12
日
）

　

今
ま
で
の
取
り
組
み
と
平
成
19
年
度
の

活
動
計
画
を
審
議
す
る
た
め
、
十
八
名
の

役
員
が
出
席
し
各
議
題
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
溝
渕
支
部
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
東
京
支
部
も
今
日
ま
で
七
十
二

年
間
を
経
過
し
、
途
中
戦
争
の
空
白
期
間

を
差
し
引
い
て
も
実
質
は
六
十
年
間
位
の

活
動
期
間
に
な
り
、
多
く
の
先
輩
や
後
輩

に
支
え
ら
れ
て
高
松
商
業
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
維
持
出
来
て
き
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
の
社
会
環
境
か
ら
今
日
で
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
会
の

性
格
も
本
来
の
会
員
相
互
の
親
睦
や
交
流

を
深
め
、
母
校
と
の
連
絡
を
密
に
し
お
互

い
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
会
員
に
よ

る
会
員
の
た
め
の
紫
雲
会
東
京
支
部
に
内

容
を
充
実
し
て
い
く
事
に
し
、
単
に
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
の
名
前
だ
け
の
も
の
で
無
く
、

ク
ラ
ブ
的
な
会
員
相
互
の
親
睦
を
名
実
と

も
に
深
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
と
の
ご
発
言
が
あ
り
、審
議
・

報
告
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
平
成
十
九
年
度
総
会
案
内
の
報

告
・
審
議
事
項
と
重
複
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

当
日
の
役
員
会
に
ご
出
席
頂
い
た
方
は

次
の
方
で
す
（
敬
称
略
）
溝
渕
利
幸
、
安

西
愈
、
榎
本
惠
一
、
造
田
貞
男
、
宮
本
洋

子
、
松
岡
武
三
郎
、
上
田
康
夫
、
佐
々
木

清
、
杉
ノ
内
義
春
、
内
海
昭
夫
、
安
西
彰
、

川
田
福
造
、
小
畑
和
子
、
小
林
紀
子
、
多

田
正
美
、
横
山
征
一
、
北
條
勇
、
漆
原
慎

二
の
十
八
名
。

昭
和
46

昭
和
45

昭
和
44

昭
和
43

昭
和
42

昭
和
41

昭
和
40

昭
和
39

昭
和
38

昭
和
37

昭
和
36

昭
和
35

昭
和
34

昭
和
33

昭
和
32

昭
和
31

昭
和
30

昭
和
29

昭
和
28

平
成
10

平
成
8

平
成
5

平
成
3

昭
和
61

昭
和
60

昭
和
59

昭
和
58

昭
和
57

昭
和
56

昭
和
55

昭
和
54

昭
和
53

昭
和
52

昭
和
51

昭
和
50

昭
和
49

昭
和
48

昭
和
47

森
　
治
誠

出
原
　
剛
至

南
田
　
豊

中
條
　
恒
憲

藤
木
　
康
男

毛
利
　
一
夫

谷
川
　
生
市

池
田
　
政
廣

西
尾
　
久
史

鹿
庭
　
清
司

高
畠
　
武
司

高
畠
　
保

多
田
　
正
美

関
　
邦
義

榎
本
　
惠
一

小
林
　
紀
子

川
田
　
福
造

宇
田
川
　
四
郎

池
上
　
文
夫

平
田
　
久
子

高
橋
　
美
智
子

上
田
　
康
夫

杉
ノ
内
　
義
春

藤
岡
　
孝
之

横
山
　
征
一

小
松
　
功

池
下
　
高
広

古
市
　
真
之

二
川
　
正
浩

鈴
木
　
総
一

平
木
　
覚

飯
野
　
ひ
と
み

佐
々
木
　
義
徳

青
木
　
寛
治

立
岩
　
直
樹

須
田
　
賢
二

漆
原
　
慎
二

田
中
　
秀
幸

竹
内
　
義
高

秋
山
　
典
久

萬
納
　
宏
俊

十
河
　
弘
幸

小
松
　
裕

中
野
　
伸
之

水
野
　
恵
吉

福
光
　
徹

小
林
　
一
昌

紫雲会東京支部
年次別幹事

　

先
輩
諸
氏
の
築
か
れ
た
伝
統
の
重
さ

を
痛
切
に
感
じ
な
が
ら
高
商
生
活
を
過
ご

し
、
卒
業
後
母
校
の
教
壇
に
立
た
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
母
校
「
高
商
」

は
、老
朽
校
舎
改
築
の
真
っ
最
中
に
あ
り
、

日
々
新
校
舎
の
輪
郭
が
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。ほ
ぼ
、６
年
を
か
け
て
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
学
舎
と
な
り
ま
す
。
専
門
高

校
と
し
て
特
別
教
室
棟
や
図
書
館
の
充
実

を
期
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
在
校
生
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し

　

平
成
19
年
４
月
21
日
、
サ
ン
ミ
高
松
に

於
い
て
、
待
望
の
紫
雲
会
東
京
支
部
「
年

次
別
幹
事
発
会
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
こ
の
年
次
幹
事
の
発
想
は
高
松

高
校
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
東
京
玉
翠
会
が
毎
年

約
千
人
の
同
窓
生
を
集
め
て
い
る
情
報
か

ら
、
学
ぶ
事
は
真
似
る
事
か
ら
始
ま
る
、

の
例
え
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
会
員
動
員
を

多
く
す
る
た
め
に
、
こ
の
方
法
を
検
討
し

よ
う
と
い
う
役
員
会
の
承
認
の
も
と
溝
渕

支
部
長
の
強
力
な
後
押
し
が
あ
っ
て
、
今

回
実
現
を
見
た
も
の
で
す
。

　

紫
雲
会
東
京
支
部
に
は
事
務
局
の
機
能

も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
か
ら
会
員
に

ご
連
絡
し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
同
卒

の
年
次
幹
事
の
方
が
や
っ
て
頂
き
、
そ
の

結
果
を
再
度
事
務
局
に
ご
連
絡
し
て
頂
く

京
支
部
会
員
は
、
自
営
業
は

極
め
て
少
な
く
、
転
勤
の
多

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
同
期
の
同

窓
会
で
定
期
交
流
を
さ
れ
て

い
る
年
次
は
毎
年
七
月
の
東

京
支
部
総
会
へ
の
出
席
も
多

い
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
実
施
に
当

た
っ
て
、
年
次
別
の
幹
事

さ
ん
を
短
期
間
に
、
ど
の

よ
う
に
選
任
す
る
か
、
こ

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

け
る
か
ど
う
か
、
懸
念
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
支
部
会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
大
勢
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜
り

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
27

年
次
、
32
名
の
幹
事
、
副
幹
事
さ
ん
の

ご
出
席
で
し
た
。
こ
の
年
次
幹
事
さ
ん
の

年
次
毎
の
交
流
・
親
睦
の
発
展
、
拡
大
が

東
京
支
部
の
活
性
化
に
は
必
要
不
可
欠

な
要
素
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
会
員
の
皆
様
に
は
「
年
次
別
幹
事

一
覧
表
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

く
、
18
の
部
活
動
が
全
国
大
会
に
、
24
の

部
活
動
が
四
国
大
会
へ
と
駒
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
全
国
３
位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
千
葉
大
学
を
は
じ
め
28
名
の
者

が
国
公
立
大
学
へ
１
４
０
名
者
が
私
立
大

学
へ
と
ほ
ぼ
８
割
の
生
徒
が
進
学
し
て
い

ま
す
。
就
職
は
県
内
を
中
心
に
全
員
内
定

し
て
い
ま
す
。
日
立
製
作
所
か
ら
求
人
が

く
る
な
ど
先
輩
諸
氏
の
頑
張
り
に
頭
が
さ

が
る
思
い
で
す
。
今
後
と
も
、
部
活
の
高

商
、
就
職
も
進
学
も
で
き
る
高
商
と
し
て

在
校
生
が
頑
張
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

独
自
の
や
り
方
と
な
り
、
従
来
、
一
方
通

行
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
初
め

て
双
方
向
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
事
が

『
組
織
の
活
性
化
』、『
会
員
相
互
の
交
流
・

親
睦
の
促
進
』
と
い
う
大
き
な
課
題
に
結

び
つ
い
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
東

　
　　私 と 故 郷

昭和 33 年卒　小畑和子　

　
　

学
校
だ
よ
り

　
　
　

香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校
教
諭　

小
西
裕
樹



         、 、、 、 

私
達
香
川
県
ふ
る
里
の
仲
間
が
多
く
集
ま
り
ま
す
。
高
松
商
業
Ｏ
Ｂ
も
ふ
る
っ
て 

参
加
下
さ
い
。（
問
い
合
わ
せ
先
：
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局
〇
三
ー
五
二
一
二
ー
九
一
〇
〇
）

開
催
の
趣
旨　

香
川
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
た
ち
が
一
同
に
会
し
、
郷
里
の
言
葉
で
語
り
合
い
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
合
う
と
共
に
郷
土
と
の
連
絡
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
時　

平
成
19
年
11
月
５
日
（
月
）
18
時
〜

会    　
　

場　

東
京
曾
館　

９
階
「
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
」

次   　
　

 

第　

総
会　

懇
親
会　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

お
楽
し
み
抽
選
会

参  

加  

費　

７
、０
０
０
円
（
学
生　

３
、０
０
０
円
）

開
催
案
内
は
、
９
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
案
内
し
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
旬
彩
館
（
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
）
な
ど
主
要
な
場
所
で
配
布
し
ま
す
。
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第
89
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香
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県
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定
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